
















令和２年５月１５日  

 

香川県感染警戒宣言 

～香川県知事から県民の皆様へのメッセージ～ 

 

香川県における特措法に基づく緊急事態宣言は解除されましたが、新型コロナウイ

ルス感染症が完全に終息したわけではなく、新たな感染はいつどこで発生するかわか

りません。 

国内では、まだ、緊急事態宣言区域となっている都道府県があり(※)、全国的な解除

となっていない期間においては、本県においても気を緩めることなく、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大を防止する必要があります。このため、新たに、香川県感染

警戒宣言を発出し、県民の皆様、事業者の皆様に以下のご協力をお願いいたします。 

    (※)北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵庫県の８都道府県 
 

記 

 

○県民の皆様へ 

外出について 

・県外への不要不急の外出は控えてください。特に、緊急事態宣言区域となってい

る都道府県への外出は控えてください。やむを得ず、緊急事態宣言区域となって

いる都道府県を訪れなければならない場合、帰県後１４日間は、不要不急の外出

を自粛してください。 

・繁華街の接待を伴う飲食店等やこれまでにクラスターが発生しているような「三

つの密」（密閉、密集、密接）のある場への外出も控えてください。 

・人との接触をできるだけ減らしてください。 

・外出時には症状がなくてもマスクを着用しましょう。 

新しい生活様式について 

・屋内外に関わらず、三つの密を徹底的にさけてください。人との間隔はできるだ

け２ｍ（最低１ｍ）空けてください。 

・皆様の行動が密につながらないよう買い物などの用事はできるだけ少人数で出か

けてください。 

・毎朝、体温と健康のチェックを行い、体調が悪いときは、勇気をもって仕事を休

んでください。 

・こまめな手洗い、手指消毒、咳エチケットを徹底してください。 

・バランスの良い栄養、十分な睡眠時間、適度な運動をとるようにしてください。 

 

○事業者の皆様へ 

・「今後における適切な感染防止対策」（別添）を徹底してください。 

・緊急事態宣言区域となっている都道府県への出張は控えてください。 

・テレワークや時差出勤ができる環境を整備しましょう。 

・万一、ご自身の事業所に関係する方が感染した際には、保健所の調査にご協力を

お願いします。 

別添資料 



今後における適切な感染防止対策
目 的 具 体 的 な 取 組 例

発熱者等の施設への
入場防止

・従業員の検温・体調確認を行い、３７．５度以上や体調不良の従業員の出勤を停止

・来訪者の検温・体調確認を行い、３７．５度以上や体調不良の来訪者の入場を制限

３つの「密」
（密閉・密集・密接）の防止

・店舗・施設等利用者の入場制限や一方通行の誘導など行列を作らないための工夫や行列
位置の指定を行うなどして列間隔の確保（約２ｍ間隔の確保）、施設内の十分な間隔の確保

・曜日・時間帯による特売やポイントセールをできる限り自粛

・換気を行う（可能であれば２つの方向の窓を同時に開ける）

・密集する会議の中止（対面による会議を避け、電話会議やビデオ会議を利用）

県外客の利用自粛の促進 ・県外客の利用自粛を促す対策（店頭・ＨＰによる周知等）

飛沫感染、接触感染の
防止

・従業員のマスク着用、手指の消毒、咳エチケット、手洗いの励行

・来訪者の入店時等におけるマスク着用、手指の消毒、咳エチケット、手洗いの励行

・他人と共用する物品や手が頻繁に触れる箇所を工夫して最低限にする

・複数の人の手が触れる扉や共用部など、店舗・事務所内の定期的な消毒

・手や口が触れるようなもの（コップ、箸など）は適切に洗浄・消毒

・会話時には距離を確保し、対面時にはパーティションを設置するなどして感染を防止



緊急事態措置解除に係る判断基準による香川県の状況について

解除に係る判断基準 香川県の状況

感染

状況

・直近１週間の報告数がその

前の週の報告数を下回る減
少傾向の確認

・直近１週間の10万人あたり
累積報告数が0.5人未満程度
等

Ａ．人口
（万人）

Ｂ. 直近１週間
累積陽性者数
（～5/14）

対人口10万人
（Ｂ/（Ａ/10））

Ｃ．その前１週間
累積陽性者数
（～5/6）

直近１週間と
その前１週間の比

（Ｂ/Ｃ）

96 0 0 0 -

医療提供

体制

・重症者数が減少傾向で医療

提供体制が逼迫していないこ
と

・患者急増に対応可能な体制
が確保されていること等

患者数（5/14時点） 設置状況
受入
確保
病床数

（5/14時点）

宿泊
施設

確保室数
（5/14時点）

対策
協議会

患者搬送
調整本部

入院
患者数

重症者数
宿泊施設
患者数

2 0 0 設置済 設置済 43 101

監視

体制
・ ＰＣＲ等の検査体制の整備

・県環境保健研究センターにおける検査機器増設（５月１日～ ３台体制）

・民間検査機関における検査機器の導入

・地域外来・検査センター等の設置の推進
（丸亀市５月１１日～、高松市５月１４日～、さぬき市及び東かがわ市５月１８日～）



新型コロナウイルス感染症に対する香川県対処方針 

国の緊急事態宣言 

（4.7～） 

（特定都道府県 

：７都府県） 

（4.16～）※全都道府県へ拡大 

（特定警戒都道府県：13 都道府県） 

（上記以外：本県を含む 34 県） 

（5.14～5.31） 

（特定警戒都道府県：８都道府県） 

※本県解除 

 

 

 

 

 

「香川県緊急事態」宣言（4.14～） 
香川県感染警戒宣言 

（5.15～） 
 

 (1)感染拡大防止集中対策期 

（4.17～5.6） 

(2)感染拡大防止対策期 

（5.7～5.14） 

(3)感染警戒期 

（5.15～） 

(4)感染予防対策期 

 本県が国の緊急事態宣言
の対象区域に指定されて
おり、クラスターの発生
など、感染者が急増し、
医療提供体制が逼迫して
いる状態 

本県が国の緊急事態宣言
の対象区域に指定されて
おり、一定数の感染者が
発生している状態 

本県が国の緊急事態宣言
の対象区域から解除され
ているが、他の都道府県
で対象区域が指定されて
いる状態 

全ての都道府県が国の緊
急事態宣言が解除されて
いる状態 

1.県民への要請等 県内での外出自粛 

県外への外出自粛 

接待を伴う飲食店等への

外出自粛 

３密の場への外出自粛 

 

県内での外出自粛 

県外への外出自粛 

接待を伴う飲食店等への

外出自粛 

３密の場への外出自粛 

新しい生活様式の徹底 

 

県外への外出自粛 

接待を伴う飲食店等への

外出自粛 

３密の場への外出自粛 

新しい生活様式の徹底 

新しい生活様式の徹底 

 

 

2.事業者への要請等 対象施設への休業要請等 

適切な感染防止対策 

 

一層の感染防止対策 

新しい生活様式の徹底 

 

一層の感染防止対策 

新しい生活様式の徹底 

 

一層の感染防止対策 

新しい生活様式の徹底 

3.イベント等の開催 原則中止・延期 全国的かつ大規模イベン

ト等の開催自粛 

５０人程度未満は感染防

止対策を講じる 

全国的かつ大規模イベン

ト等の開催自粛 

一定人数※以下は感染防

止対策を講じる 
※屋内：100 人以下かつ収容定員

の半分以下 
屋外：200 人以下かつ人と人と

の距離を十分確保 

適切な感染防止対策

を講じる 

4.県有施設等における対応 基本的に休館 多数集客施設、観光客誘

客施設等は原則休館 

その他は感染防止対策を

講じる 

多数集客施設、観光客誘

客施設等は原則休館 

その他施設は感染防止対

策を講じる 

適切な感染防止対策

を講じる 

特措法に基づく県の対策期 

詳
細
は
、
今
後
の
国
の
専
門
家
会
議
の
提
言
等
を
踏
ま
え
て
検
討 

 



対策期移行時の考え方 

国の緊急事態宣言 
（本県） 

国の緊急事態宣言 
（本県を除く他の都道府県） 

国の緊急事態宣言解除 

「香川県緊急事態」宣言 香川県感染警戒宣言  

(1)感染拡大防止集中対策期 (2)感染拡大防止対策期 (3) 感染警戒期 (4)感染予防対策期 

本県が国の緊急事態宣言の対象区

域に指定されており、クラスター

の発生など、感染者が急増し、医

療提供体制が逼迫している状態 

本県が国の緊急事態宣言の対象区

域に指定されており、一定数の感

染者が発生している状態 

本県が国の緊急事態宣言の対象区

域から解除されているが、他の都

道府県で対象区域が指定されてい

る状態 

全ての都道府県が国の緊急事態宣

言が解除されている状態 

（１）  （２） 
○本県の感染状況や医療提供体制（病床稼働
率等）、ＰＣＲ検査状況（陽性率）、人口移動
の状況などを含め、感染が収束に向かって
いるか、総合的に判断 

 

（２）   （３） 
○本県が国の緊急事態宣言の対象区域から解

除されたとき 
（考え方） 
①感染の状況 

  ・直近１週間の報告数がその前の週の報
告数を下回る減少傾向の確認 

・直近１週間の 10 万人あたり累積報告数
が 0.5 人程度以下 

②医療提供体制 
  ・重症者数が減少傾向で医療提供体制が

逼迫していないこと 
  ・患者急増に対応可能な体制が確保され

ていること 
③監視体制 

  ・医師が必要とするＰＣＲ検査が遅滞な
く行える体制が整備されていること 

などを踏まえて、総合的に判断 
→香川県感染警戒宣言 

（３）  （４） 
○全ての都道府県に国の緊急事態解除宣言が

なされたとき 
 
 
 

（１）  （２） 
○本県が国の緊急事態宣言の対象区域に指定
されたとき 

（考え方） 
 ・直近の報告数や倍加時間、感染経路の不明
な症例の割合等を踏まえて、総合的に判断 
 

（２）  （３） 
○本県が国の緊急事態宣言の対象区域に指定
されていないが、直近１週間で 10 万人当た
り 0.5 人程度以上の新規感染者が発生して
おり、医療提供体制や監視体制などを含め、
まん延防止の措置を講じる必要があるか、
総合的に判断 

 →「香川県緊急事態」宣言 

（３）  （４） 
○他の都道府県が国の緊急事態宣言の対象区
域に指定され、対象区域の感染状況等によ
り、今後、本県でもまん延の恐れがあるとき 
→香川県感染警戒宣言 

 

 


